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(57)【要約】
本発明は、医療信号監視システム（３０）、異なる種類
の生理学的信号を表示するための方法、および単一のシ
ステム上の異なるフォーマットにおける様相を提供して
いる。監視システム（３０）は、１以上の獲得システム
（４８）を介して対象（４６）から生理学的信号を受信
する。
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【特許請求の範囲】

  【請求項１】  対象の生理学的信号を表示するための方法であって：

  （ａ）対象の身体の複数の部分から複数の広帯域の生理学的な原信号を受信し

；

  （ｂ）少なくとも第一対の複数の広帯域生理学的原信号を選択し；

  （ｃ）問題の第一様相を選択し；

  （ｄ）上記問題の様相に対して上記第一対の広帯域生理学的原信号を組合せ且

つ濾波して表示されるべき第一生理学的信号を規定し；

  （ｅ）上記表示されるべき第一生理学的信号を表示する工程を含んでなる方法

。

  【請求項２】  上記複数の広帯域生理学的原信号を受信する工程が、上記対象

の身体の複数の部分に複数の電極を取付ける工程を含む、請求項１に記載の方法

。

  【請求項３】  上記複数の広帯域生理学的原信号を受信する工程が、複数の生

理学的電気信号を受信する工程を含む方法であって、各生理学的電気信号の周波

数範囲がＥＥＧ、ＥＭＧおよびＥＰ周波数帯域を含む程広い、請求項１に記載の

方法。

  【請求項４】  上記問題の第一様相を選択する工程が、ＥＥＧ、ＥＭＧおよび

ＥＰ周波数帯域からなる周波数帯域のグループから選択された周波数帯域に相当

する周波数範囲を選択する工程を含む、請求項３に記載の方法。

  【請求項５】  上記第一対の広帯域生理学的原信号を組み合わせる工程が、上

記第一対の広帯域生理学的原信号をモンタージュする工程を含む、請求項１に記

載の方法。

  【請求項６】  上記表示されるべき第一生理学的信号が表示されるフォーマッ

トを規定する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。

  【請求項７】  上記表示されるべき第一生理学的信号が表示されるフォーマッ

トを規定する工程が、上記表示されるべき第一生理学的信号が表示されるべきパ

ネルを複数のパネル型から選択する工程を含む方法であって、生理学的信号を表

示するための異なるフォーマットが各パネル型に割り当てられる、請求項６に記
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載の方法。

  【請求項８】 （ａ）上記複数の広帯域生理学的原信号の第二対を選択し；

  （ｂ）問題の第二様相を選択し；

  （ｃ）上記問題の第二様相に対して上記第二対の広帯域生理学的原信号を組合

せ且つ濾波して表示されるべき第二生理学的信号を規定し；

  （ｄ）上記表示されるべき第二生理学的信号を表示する工程をさらに含む、請

求項１に記載の方法。

  【請求項９】  上記第二対の広帯域生理学的原信号が、上記第一対の広帯域生

理学的原信号に含まれている少なくとも１つの広帯域生理学的原信号を含む、請

求項８に記載の方法。

  【請求項１０】  上記問題の第二様相が上記問題の第一様相と異なる、請求項

９に記載の方法。

  【請求項１１】  上記表示されるべき第二生理学的信号が、上記表示されるべ

き第一生理学的信号と同時に表示される、請求項８に記載の方法。

  【請求項１２】  上記複数の広帯域生理学的原信号をセーブする工程をさらに

含む、請求項１に記載の方法。

  【請求項１３】  （ａ）上記セーブされた複数の広帯域生理学的原信号の少な

くとも１対を選択し；

  （ｂ）問題の第三様相を選択し；

  （ｃ）上記問題の第三様相に対して上記選択された対のセーブされた広帯域生

理学的原信号を組合せ且つ濾波して表示されるべき第三生理学的信号を規定し；

  （ｄ）上記表示されるべき第三生理学的信号を表示する工程をさらに含む、請

求項１２に記載の方法。

  【請求項１４】  上記選択された対のセーブされた広帯域生理学的原信号が、

上記第一対の広帯域生理学的原信号に含まれている広帯域生理学的原信号の少な

くとも１つに相当する少なくとも１つの広帯域生理学的原信号を含む、請求項１

３に記載の方法。

  【請求項１５】  上記問題の第三様相が、上記問題の第一様相と異なる、請求

項１３に記載の方法。
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  【請求項１６】  対象の生理学的信号を表示するための医療監視システムであ

って、

  （ａ）対象の身体の複数の部分から複数の広帯域の生理学的原信号を受信する

手段と；

  （ｂ）上記広帯域の生理学的原信号の任意の１つの信号が、１以上の対に含ま

れてもよい上記複数の広帯域生理学的原信号の対を選択し、各選択された対の広

帯域生理学的原信号に対する様相を選択するためのユーザ・インタフェースと；

  （ｃ）上記相当する様相に対して、各選択された対の広帯域生理学的原信号を

組合せ且つ濾波して、表示されるべき生理学的信号を規定する手段と；

  （ｄ）上記表示されるべき生理学的信号を表示するための手段とを含んでなる

、システム。

  【請求項１７】  上記複数の広帯域生理学的原信号を受信するための手段が、

上記対象の身体の複数の部分に取付けられている複数の電極を含む生理学的信号

の獲得システムを含む、請求項１６に記載の医療監視システム。

  【請求項１８】  上記生理学的信号獲得システムが、各生理学的電気信号の周

波数範囲がＥＥＧ、ＥＭＧおよびＥＰ周波数帯域を含む程広い、複数の生理学的

電気信号を供給するシステムである、請求項１７に記載の医療監視システム。

  【請求項１９】  上記各選択された対の広帯域生理学的原信号に対して様相を

選択するためのユーザ・インタフェースが、各選択された対の広帯域生理学的原

信号に対して、ＥＥＧ、ＥＭＧおよびＥＰ周波数帯域からなる周波数帯域のグル

ープから選択された周波数帯域に相当している周波数帯域を選択するための手段

を含む、請求項１６に記載の医療監視システム。

  【請求項２０】  上記各選択された対の広帯域生理学的原信号において信号を

組み合わせるための手段が、各選択された対の広帯域生理学的原信号をモンター

ジュするための手段を含む、請求項１６に記載の医療監視システム。

  【請求項２１】  上記表示されるべき生理学的信号が表示されるフォーマット

を規定するための手段をさらに含む、請求項１６に記載の医療監視システム。

  【請求項２２】  上記表示されるべき生理学的信号が表示されるフォーマット

を規定するための手段が、上記表示されるべき生理学的信号が表示されるべきパ
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ネルを複数のパネル型から選択するためであって、生理学的信号を表示するため

の異なるフォーマットが各パネル型に割当てられている手段を含む、請求項２１

に記載の医療監視システム。

  【請求項２３】  上記複数の広帯域生理学的原信号をセーブするための手段を

さらに含む、請求項１６に記載の医療監視システム。

  【請求項２４】  上記ユーザ・インタフェースが、上記セーブされた複数の広

帯域生理学的原信号の対を選択するためであって、上記セーブされた複数の広帯

域生理学的原信号の任意の１つの信号が１以上の対に含まれてもよく、各選択さ

れた対のセーブされた広帯域生理学的原信号に対して、様相を選択するための手

段を含み；上記組合せ且つ濾波するための手段が、相当している様相に対して、

上記選択された対のセーブされた広帯域生理学的原信号を組合せ且つ濾波するこ

とによって、表示されるべき生理学的信号を規定するための手段を含み；上記表

示するための手段が、上記表示されるべき生理学的信号を表示するための手段を

含む、請求項２３に記載の医療監視システム。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    （発明の分野）

  本発明は、概して、医療監視装置、特に、このような装置によって与えられる

生理学的信号を分析且つ表示するための方法および装置に関する。

      【０００２】

    （発明の背景）

  医療用監視は、対象の身体を監視することによって対象の健康状態を決め、問

題を示すまたは治療評価のための身体の状態における変化または異常を検出、認

識且つ診断することを含む。医療用監視は、例えば、上記対象の身体の動き、対

象の身体の温度または化学的変化、および／または対象の身体によって発生され

た可聴もしくは電気信号を含んでもよい。例えば、脳波記録（ＥＥＧ）は、電極

を対象の頭皮に取付けることによって上記対象の脳の電位が監視される医療用監

視の１形式である。筋電図記録（ＥＭＧ）において、対象の筋肉において発生し

た電気的活動は、表面および／または針記録電極を使用して監視される。医療用

監視は、対象が休止もしくは活動中の場合、または医療手順が行われている場合

に行われてもよい。場合によって、上記医療用監視は、対象の刺激に対する応答

を監視することを含む。例えば、誘発電位（ＥＰ）の監視は、対象の脳の可聴、

視覚、または電気的刺激に対する電気的応答を検出するために使用されてもよい

。刺激および応答の検出を含む医療用監視は、ＥＭＧその他の様々な医療監視方

法と組み合わせて使用されてもよい。

      【０００３】

  対象の身体によって発生される様々な生理学的信号の監視は通常、専用の装置

および／またはシステムを使用して行われる。例えば、ＥＥＧ監視は、専用のＥ

ＥＧ監視システムを使用して、電極を対象に取付けることによって対象の脳の電

位を検出し、ＥＥＧ分析のための問題の所望の周波数範囲に対して、電極から受

信された信号を増幅且つ濾波して、ＥＥＧシステム・モニタ上で分析且つ表示す

るためのＥＥＧ信号をさらに処理するためのソフトウェアを含むＥＥＧ分析シス

テムに、増幅且つ濾波された信号を供給することによって行ってもよい。同様に
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、ＥＭＧ監視は、専用のＥＭＧ監視システムを使用して、電極を対象に取付ける

ことによって対象の筋肉において発生された電気的活動を検出し、ＥＭＧ信号の

ための問題の所望の周波数範囲に対して、電極によって検出された信号を増幅且

つ濾波し、ＥＭＧシステム・モニタで分析且つ表示するためのＥＭＧ信号をさら

に処理するためのソフトウェアを含むＥＭＧ分析システムに、増幅且つ濾波され

た信号を供給することによって行われてもよい。他の問題の信号、例えば生命徴

候は、同様の方法で、問題の監視された信号の種類または様相に対して設けられ

た別体の専用のシステムで監視してもよい。このような各専用監視システムは、

対象に刺激を与え、与えられた刺激に応答する問題の検出された特定の信号を分

析するためのシステムを含むかまたは接続されてもよい。

      【０００４】

  全範囲の診断能力を提供するために、医師の事務所もしくは手術室、ＩＣＵも

しくはＥＲは、様々な生理学的信号を監視するために利用できるシステムを有し

ていなければならない。従って、ＥＥＧ、ＥＭＧ、生命徴候、および他の生理学

的信号監視システムは好ましくは、容易に利用可能でなければならない。各異な

る種類の生理学的信号を監視するための能力が専用システムにおいて実施される

場合、全範囲の診断能力を維持することは、非常に高価な提案になりうる。さら

に、多くの場合、同時に対象の身体によって発生された様々な生理学的信号を監

視することが望ましい。従って、ＥＥＧ、ＥＭＧ、生命徴候、および対象によっ

て発生された他の生理学的信号を同時に監視することが望ましい。監視されるべ

き各種信号が専用の監視システムを必要とし、各システムがそれ自体の電極の組

、監視並びに表示装置等を有し、すべてが同時に対象に接続されている場合、手

術室または他の医療設備は装置で込み合って、これは行われている手順を妨げる

ことになる。より詳しくは、このような各システムは独立して操作されなければ

ならないので、それ自体の独自のユーザ・インタフェースを有してもよい。従っ

て、重要な時間および尽力は、様々な問題の生理学的信号を監視するために、内

科医または他の専門医が、異なる医療監視システム間で注意を絶えず切り換えな

ければならないので、浪費される。

      【０００５】
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    （発明の概要）

  本発明は、システムの操作者が様々な種類、周波数、並びに様相の生理学的信

号を表示且つ分析するための能力を与える医療信号監視システムおよび方法を提

供する。本発明による医療監視システムは、従来の入力、出力、およびディスク

記憶装置を有する従来のコンピュータシステムで実施することができる。医療監

視システムへのデータ入力は、対象に位置づけられた電極から生理学的電気信号

を獲得するためのシステムを含む、様々な生理学的信号獲得システムから行われ

てもよい。デジタル化されたビデオおよびオーディオ入力が、医療監視システム

に供給されてもよい。さらに、医療監視システムは、対象に与える刺激を制御す

る一方で、獲得システムを介して、刺激に対する応答において受信された生理学

的信号を分析するための聴覚、視覚、および／または電気刺激システムに接続さ

れてもよい。

      【０００６】

  本発明による医療監視システムは、例えば、対象に取付けられている電極から

の生理学的原信号がセーブ且つ処理されているデータ・パイプライン構造を採用

している。このように受信された電極原信号に基づき行われてもよい処理工程は

、表示されるべき信号を規定且つ発生し、上記信号を濾波し、トリガ信号を規定

し、信号を平均化し、信号のスペクトル分析および動向計算を行って、得られる

処理された信号を表示することを含む。表示されるべき信号に基づき行われる工

程のそれぞれに対する様々なパラメータは、ウィンドウズ（登録商標）型操作シ

ステムにおいて実施されるソフトウェア・ユーザ・インタフェースを採用してい

るシステムの操作者によって確立されてもよい。データは、電極から記録されて

いる原データの流れとして記憶されてもよいので、異なる様相およびフォーマッ

トを有する異なる信号は、異なる所望されたコンテキストにおけるデータを検討

するために、記憶されているデータから発生且つ表示されてもよい。

      【０００７】

  本発明によれば、問題の生理学的信号はパネルに表示される。上記ユーザ・イ

ンタフェースによって、異なるパネル型が選択される。選択されたパネル型が、

表示されるべき生理学的信号の基本的なフォーマットを決める。パネルのフォー
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マットは好ましくは、様々な波形および／またはバー・インジケータ等のインジ

ケータとして、生理学的信号を表示するために提供される。

      【０００８】

  パネルにおいて表示されるべき信号は、表示されるべきモンタージュされた対

信号が発生される１対の電極によって与えられる信号を、上記ユーザ・インタフ

ェースを介して選択することによって規定される。また操作者は、例えば、ＥＥ

Ｇ、ＥＭＧ、または誘発電位（ＥＰ）のような導出且つ表示されるべき信号の様

相を選択するために、上記ユーザ・インタフェースを採用する。また上記ユーザ

・インタフェースは好ましくは、トリガ、平均化、または動向（圧縮された）デ

ータとして、問題の信号を表示するオプションをシステムの操作者に与える。ト

リガ、平均化、およびスペクトル動向データのパラメータは、上記ユーザ・イン

タフェースを採用している操作者によって選択可能である。

      【０００９】

  様々な異なるパネルは、特定の操作者の使用、特定の患者、または生理学的監

視セッションに対して操作者によって規定されてもよい。規定されたパネル、関

連の制御および刺激パラメータは、テンプレートとしてセーブされてもよい。

      【００１０】

  獲得モード時、データはデータ・パイプラインにおいて受信され、パネルによ

って規定されたフォーマットで表示される。受信された生理学的信号は、上記デ

ータを検討するために、パネルによって規定されたフォーマットで、この時にデ

ィスクに記録されてもよいし、後に再生してもよい。システムに表示するために

提供される生理学的データ源は、生理学的信号獲得システムまたは生理学的デー

タ・シミュレータでよい。

      【００１１】

  上記ユーザ・インタフェースは好ましくは、パネルにおいて生理学的データを

表示する際、操作者が使用するべき様々なツールを提供する。このようなツール

は例えば、コメントを表示された信号に付けることができる能力、パネルにおい

て表示される波形の振幅および潜伏特性を測定するためにカーソルおよびマーカ

ーの使用、およびさらに密に検査するために、波形の一部を凍結させるルックバ
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ック・ツールを含んでもよい。

      【００１２】

  本発明による医療信号監視システムによって表示された生理学的信号は、例え

ば電気、聴覚または視覚刺激装置を介して、対象に与えられた刺激信号によって

トリガされてもよい。上記ユーザ・インタフェースは好ましくは、システムの操

作者に、与えられた刺激の種類、および刺激コンテキストにおけるこのような刺

激の特性を確立させる。別の刺激コンテキストは、上記操作者によって規定され

た各パネルに対して確立されてもよい。刺激コンテキストは、互いに異なっても

よいし、さらに同じ刺激レート生成系および刺激システムを採用してもよい。１

つの刺激コンテキストのみが１度に動作してもよい。刺激コンテキストは、パネ

ルを起動することによって起動される。刺激コンテキストは、異なるパネルを起

動することによって変更される。

      【００１３】

  本発明の更なる目的、特性および利点は、添付図面を参照してなされた以下の

詳細な説明において明らかである。

      【００１４】

    （発明の詳細な説明）

  本発明は、内科医または他の操作者に、対象から記録された様々な異なる種類

の生理学的信号を同時に表示且つ監視させる、集積医療信号監視システムを提供

する。本発明は、集積された柔軟性のあるユーザ・インタフェースを提供するが

、該ユーザ・インタフェースによって、システム操作者は、相互作用の様子を規

定し、表示且つ分析される情報を制御し、さらに刺激信号に対する対象の生理学

的応答の決定が所望される場合に対象に対する刺激の供給を制御することができ

る。

      【００１５】

  本発明による医療信号監視システム３０の基本的なハードウェア構造が図１に

示され、該図を参照して説明する。本発明による医療信号監視システム３０は、

従来のコンピュータ周辺装置を有する従来のコンピュータ・システムを使用して

、実施されてもよい。例えば、監視システム３０は、従来のパーソナル・コンピ
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ュータ３２で実施してもよい。コンピュータ３２によって多数の演算が行われる

ので、ペンティアム（登録商標）２００ＭＨｚプロセッサのような非常に速い、

またはこれより速いプロセッサを採用しているコンピュータが好ましい。本発明

は、汎用性のプログラム可能なコンピュータ３２の他の型を使用して、実施され

てもよいことが理解される。

      【００１６】

  コンピュータ３２は好ましくは従来のコンピュータ周辺機器を備えている。例

えば、コンピュータ３２は好ましくは、例えばキーボード３４およびマウス３６

のような従来の入力装置を含む。上記システムの音声認識制御のためのマイクの

ような他の種類の入力装置が採用されてもよい。コンピュータ３２とともに採用

されてもよい従来の出力装置は、コンピュータ・モニタ３８、プリンタ４０、お

よびコンピュータ３２から可聴周波出力を提供するためのスピーカ４２を含む。

コンピュータ３２は好ましくは、大きなディスク記憶能力４４も備えている。

      【００１７】

  監視システム３０は、１以上の信号獲得システム４８を介して、対象４６から

生理学的信号を受信する。信号獲得システム４８は、例えば対象４６に置かれた

電極によって、対象に接続されてもよい。上記電極は、獲得システム４８に生理

学的電気信号を供給する。獲得システム４８は、電極４６から受信された信号を

増幅し、ある予備的な信号濾波を行い、次に、分析および表示のために、監視シ

ステム３０に、上記増幅且つ予備濾波された信号を供給する。専用ＥＥＧまたは

ＥＭＧシステムにおいて、獲得システム４８は、問題の比較的狭い帯域に、電極

信号を濾波してもよい。しかしながら、本発明は、広い周波数の範囲にわたって

、信号の表示のためのシステムを提供する。従って、広帯域の周波数が、獲得シ

ステム４８によって通過されるべきである（例えば、少なくともＥＥＧおよびＥ

ＭＧ帯域を含む程広い）。従って、監視システム３０に供給される信号は、本来

、原信号である。

      【００１８】

  また、監視システム３０は好ましくは、１以上の刺激システム５０を介して、

対象４６に対する刺激信号の供給も制御する。電気、聴覚または視覚刺激を与え
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るための刺激システム５０を含む、様々な異なる種類の刺激システム５０が採用

されてもよい。刺激システム５０は、対象のヘッドフォンに電気的刺激を与え、

対象４６、または対象に取付けられたＬＥＤを含むゴーグルに聴覚刺激を与え、

または対象４６に視覚刺激を与えるために、例えば電極を介して対象４６に接続

されてもよい。刺激システム５０は好ましくは、刺激信号が対象に与えられる時

間を示す監視システム３０に信号を戻す。この信号によって、監視システム３０

は、刺激と応答信号との関係を適切に分析且つ表示するために、対象４６に与え

られた刺激信号を、獲得システム４８から受信された応答信号と同期化させるこ

とができる。

      【００１９】

  ビデオ・カメラ５２からのビデオ信号、およびマイク５４からの音声信号のよ

うな他の信号が、監視システム３０に供給されてもよい。監視システム３０によ

って使用されるために、ビデオ・カメラ５２およびマイク５４によって与えられ

たビデオおよび可聴周波信号をデジタル化するための従来の方法が行われてもよ

い。

      【００２０】

  図１に示されているハードウェア部品のそれぞれは、従来の市販されているハ

ードウェア装置を使用して、従来の方法で実施してもよいことが理解される。ま

た、図１に示されている様々なハードウェア・システムは、従来のケーブル、コ

ネクタ等を使用して、従来の方法で連結されてもよい。あるいは、図１に示され

ている様々なハードウェア・システムは、例えばＩＥＥＥ１３９４高速シリアル

バスのトポロジーのようなネットワーク・バス・トポロジーを介して連結されて

もよい。後者の場合、刺激装置５０によって与えられた刺激信号および獲得シス

テム４８によって検出された応答信号は、医療監視信号の時間フレーム同期化と

いう名称の同時係属中の米国特許出願番号０９／３２０，６１３に記載されてい

る方法で、時間フレーム同期化されてもよい。

      【００２１】

  信号獲得システム４８および刺激システム５０と本発明による監視システム３

０とのインタフェースは、図２の概略ブロック図を参照してより詳細に説明する
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。獲得システム４８は、例えば対象４６に取付けられている電極からの様々な信

号が供給される獲得ボード５６を含んでもよい。獲得ボード５６は、分析および

表示のために、監視システムコンピュータ３２へ伝送するためのフォーマットに

電極信号を変換するためのデジタル信号処理器（ＤＳＰ）ファームウェアを含む

。刺激システム５０は、例えば、対象４６に与えられるべき電気的刺激信号の大

きさ、期間、および位置を制御する監視システムコンピュータ３２から信号を受

信する電気的刺激ボード６０を含んでもよい。電気的刺激ボード６０は、スイッ

チボックス６２を介して対象４６に取付けられている電極に接続され、それによ

り電気的刺激信号が与えられるべき電極が選択される。聴覚刺激は、聴覚刺激ボ

ード６４を介して対象４６に与えられてもよい。聴覚刺激ボード６４は、対象４

６に与えられるべき聴覚刺激を規定するコンピュータ３２からの制御信号を所望

のアナログ信号に変換するＤＳＰファームウェア６６を介して、監視システムコ

ンピュータ３２に接続されている。（同様に、 ＤＳＰファームウェアを含む、

視覚刺激ボードは視覚刺激のために与えられてもよい。）

  監視システムコンピュータ３２において作動する低レベルのホスト・ソフトウ

ェア６８（カーネル駆動器またはライブラリ）は、獲得４８および刺激５０シス

テムへのインタフェースを構成する。ホスト・ソフトウェア６８は、獲得ボード

５６におけるＤＳＰファームウェア５８、電気的刺激ボード６０、および聴覚刺

激ボード６４（および／または視覚刺激ボード）におけるＤＳＰファームウェア

６６間のＩ／Ｏインタフェースを構成する。採用されるべきホスト・ソフトウェ

ア６８の詳細は、獲得４８および刺激５０システムから受信且つ該システムへ供

給されるべき信号の性質による。ホスト・ソフトウェア６８は、獲得４８および

刺激５０システムと、獲得システム４８から受信される生理学的信号を分析且つ

表示するために監視システム３０において作動しているより高いレベルのソフト

ウェアとの間の初期のソフトウェア・インタフェースを構成し、制御は刺激シス

テム５０に対して行われる。ホスト・ソフトウェア６８は、本発明の監視システ

ム３０とともに採用されてもよい異なる獲得４８および刺激５０システムに対し

て修正を必要としてもよいが、監視システム３０において作動しているより高い

レベルのソフトウェアは、異なる獲得４８および刺激５０システムと使用するた
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めに修正される必要がないことが好ましい。従って、獲得抽象化層（ＡＡＬ）７

０は好ましくは、システムコンピュータ３２において実施されて、ホスト・ソフ

トウェア６８と、監視システムコンピュータ３２において作動しているより高い

レベルの分析、表示、および制御ソフトウェアとの間のインタフェースを構成し

ている。ＡＡＬは、コンピュータシステム３２において作動しているより高いレ

ベルのソフトウェアの修正を必要とすることなく、獲得４８および刺激５０シス

テム、および相当している低レベルのホスト・ソフトウェア６８の置換を用意に

するために、従来の方法でソフトウェアにおいて実施されてもよい。ＡＡＬの実

施の詳細は、ホスト・ソフトウェア６８、および監視システムコンピュータ３２

において作動しているより高いレベルの表示、分析、並びに制御ソフトウェアの

実施による。

      【００２２】

  本発明による医療信号監視システム３０は、柔軟性のあるデータ記憶、再生、

分析、表示、および同期化を用意にする簡潔化されたデータ・パイプラインの概

念を採用している。本発明による模範的なデータ・パイプライン７２は、図３の

概略フローチャート図を参照して説明する。対象からの生理学的信号は、実質上

、原形式でデータ・パイプライン７２へ供給される。従って、データ・パイプラ

イン７２に入るデータは、例えば、対象４６に取付けられている電極７４によっ

て検出された原電気信号であってよい。（上述したように、「原」データ信号が

データ・パイプライン７２へ供給される前に、信号増幅およびある初期の濾波の

ような基本的処理が、獲得システム４８によって行われてもよいと理解される。

）データ・パイプライン７２に入る「原」データは、獲得システム４８によって

獲得される生理学的信号、および対象４６への刺激信号の供給を示している刺激

システム５０によって供給されたタイミング信号の両方を含む。

      【００２３】

  データ・パイプライン７２に入る原データは、初期は２経路、１つはデータの

記憶のための経路、他方はデータの表示および分析のための経路に沿って供給さ

れる。データ・パイプラインに入る原データはディスク７６に記憶されてもよい

。同時に、データ・パイプラインに入る原データは、様々な工程が原データ信号
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に適用される表示および分析経路に沿って供給される。このような工程は、例え

ば、２電極７４から供給された信号が所望の方法で組み合わされてモンタージュ

された対８０を形成するモンタージュ７８を含む。モンタージュされた対信号８

０は次に、問題の所望された周波数範囲に対して、例えば、帯域通過フィルタで

濾波されてもよい。さらに、可変帯域拒絶濾波は、ある周波数範囲内で、望まし

くない信号を減衰するために適用されてもよい。濾波された信号８２は、所望の

トリガ条件の出現に応答して表示されるために、トリガ８４されてもよい。上記

信号は、表示される前に平均化８６されてもよい。信号のスペクトル分析は、例

えば上記信号に対して高速フーリエ変換（ＦＦＴ）計算８８を行うことによって

行われてもよい。さらに、演算は、信号データ９０の動向を決定且つ表示するた

めに行われてもよい。以下に詳述するように、表示されるべき信号に適用される

これら工程のそれぞれは、操作者によって選択可能であり、ユーザ・インタフェ

ースを採用している操作者によってユーザ選択可能であるパラメータを採用して

いる。

      【００２４】

  データ処理パイプライン７２に沿って任意の点で、処理された信号はシステム

・モニタ３８に表示９２されてもよい。これは以下により詳細に説明する。また

、データ・パイプライン７２に沿って任意の点で、処理された信号はディスク４

４にセーブされてもよい。例えば、平均化９４および／または動向９６信号はデ

ィスクにセーブされてもよい。

      【００２５】

  図３に示されているデータ・パイプライン概念７２は、本発明による医療信号

監視システムにおいて特に有用である。獲得４８および刺激５０システムからの

原データは、ディスク７６に記憶されるかまたは分析および表示用に処理するた

めにデータ・パイプライン７２に沿って通過されるか、または両方が同時に行わ

れてもよい。信号がデータ・パイプライン７２に沿って通過する際、信号に行わ

れる処理工程は、任意の順序で行われてもよいが、モンタージュされた対８０を

発生させるためのデータのモンタージュ７８は好ましくは、行われる初期データ

処理工程である。また、上述したように、処理された信号は、データ・パイプラ
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イン７２に沿って任意の点で表示および／またはセーブされてもよい。モンター

ジュ、濾波、トリガ、平均化、周波数分析、および動向計算のために採用される

パラメータはすべて好ましくは、操作者によって選択可能である。また、処理さ

れた信号が表示されるフォーマットは好ましくは、操作者によって選択可能であ

る。以下のより詳細に説明するように、本発明は、これらのパラメータおよび表

示フォーマットのそれぞれの選択を容易にするユーザ・インタフェースを提供す

る。

      【００２６】

  原信号データ７６をディスク４４にセーブすることは重要である。これによっ

て、全く異なる処理パラメータを使用して、任意の時にデータを再分析且つ表示

することが可能である。例えば、初期の処理で、２電極によって供給された信号

は、モンタージュ且つ処理されて、分析および表示のためのＥＥＧ信号を提供す

る。後に、第一電極と対象４６に設けられている第三電極との間のＥＧＭ信号を

分析することが必要とされてもよい。すべての電極からの原信号データがディス

ク４４上で利用できるので、第一および第三電極からの信号はモンタージュ且つ

処理されて、分析および表示のための所望のＥＭＧ信号を提供してもよい。入力

信号データは受信されると記憶および／または処理されるので、分析および表示

のために、これから発生された異なる信号間の同期化は自動的である。

      【００２７】

  本発明による医療信号監視システム３０の信号分析および表示の特徴を制御す

るためのユーザ・インタフェースは好ましくは、ウィンドウズ型操作システムを

使用して、システムコンピュータ３２におけるソフトウェアで実施される。基本

的な模範ユーザ・インタフェースおよび表示画面１００は、本発明による医療信

号監視システム３０のコンピュータ・モニタ３８上で表示されてもよいが、図４

に示されている。基本的なユーザ・インタフェースおよび表示画面１００は、２

つの基本的な部品を含む。システム３０の操作者に対して表示されるべき生理学

的信号は、画面１００の中心部において１以上のウィンドウ１０２に存在してい

る。以下により詳細に説明するように、生理学的信号データが表示されるこのよ

うな各ウィンドウ１０２は、パネルと称される。異なるパネルは、使用されるこ
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とによって異なる信号および／または異なる信号の形式を示してもよい。信号表

示パネル１０２は、信号のための適切なラベルとともに、表示されている信号を

含む。

      【００２８】

  画面１００の余白に、様々なボタン、プルダウン・メニュ等が設けられてユー

ザ・インタフェース１０４を形成している。ユーザ・インタフェース１０４は、

基本的なマウス／キーホード制御されたウィンドウズ状のユーザ・インタフェー

スとして実施される。ユーザ・インタフェース１０４の様々な機能は、例えば、

マウス３６を使用して、特徴を選択することによってアクセスされてもよい。さ

らに、ある機能に対するキーボード・ショートカットは好ましくは、操作者によ

って規定可能である。例えば、キーボード３４上の各機能キーは、ユーザ・イン

タフェース機能として割り当てられてもよい。操作者によってキーボード３４上

の各機能キーに割り当てられた機能は好ましくは、ユーザ・インタフェース画面

１００上に表示１０６される。マウス制御されたメニュー１０８は好ましくは、

機能を各機能キー１０６に割り当てるために、操作者によってアクセス可能であ

る。機能のデフォルト名は、機能キーに割り当てられ且つ画面１０６上に表示さ

れてもよい。あるいは、操作者は好ましくは、１０６で各キーに関連して表示さ

れる機能の名前を再度付ける１１０オプションが与えられている。従って、機能

は、特定のユーザによって認識可能なラベルで名前が付けられてもよい。例えば

、機能キーに割り当てられた機能は、システムのユーザの自国語で名前が付けら

れてもよい。このことによって、共通の機能は、ユーザ・インタフェースの異な

る言語への完全な再処理を必要とすることなく、様々な異なる言語で操作者によ

って容易にアクセス可能である。注意すべきは、相当する色で画面１００上に表

示される各機能キーに割り当てられている機能の相当する表示１０６で、キーボ

ード３４上の機能キーは色符号化されてもよい。

      【００２９】

  本発明による医療信号監視システム３０の使用は、システム３０の操作者が、

システム３０上で表示されるべき問題のデータ、および情報が表示されるべきフ

ォーマットを規定するセットアップ手順またはモードで始まる。本発明によれば
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、生理学的信号は、操作者表示１００上でパネルと呼ばれるウィンドウに表示さ

れる。好ましくは、様々な異なる種類のパネルが、システム３０の操作者に利用

可能であり、多数のパネルが、特定の操作者、患者、または監視セッションに対

して規定されてもよい。１組のパネルは、関連のユーザ・インタフェース、およ

びセットアップ位相もしくはモード時に操作者によって規定された刺激パラメー

タとともにテンプレートでセーブされてもよい。

      【００３０】

  刺激コンテキストを規定した後、もしあれば、以下に詳述するように、システ

ム３０の操作者は、パネル型を選択することによってセットアップ工程を続行す

る。パネル型は、生理学的信号データが表示される基本的なフォーマットを規定

する。図５に示されているように、システム３０の操作者に利用可能でもよい多

様の異なるパネル型は、標準パネル、スタックパネル、バー・インジケータ・パ

ネル、解剖学的パネル、および掃引線パネルを含む。標準パネル、掃引パネル、

およびスタックパネルは、信号波形が表示される波パネルとして規定されている

。標準パネルにおいて、波形データは右から左へスクロールし、掃引線パネルに

おいて波形はオシロスコープ状に左から右へ移動し、スタックパネルにおいて波

形は、好ましくは底から上へスクロールするコラムに表示される。これらの波パ

ネル型のそれぞれは、この詳細な説明が進むにつれて、より詳細に説明され例証

される。

      【００３１】

  波パネルに加えて、データを他のフォーマットで表示させる他のパネル型が提

供されてもよい。例えば、システム３０の操作者は好ましくは、例えば、選択さ

れた信号の曲線の下で瞬間的振幅または領域を表示するために、バー・インジケ

ータ・パネルを規定するオプションが与えられる。模範的なバー・インジケータ

・パネルは以下により詳細に説明且つ例証する。好ましくは、システム３０の操

作者に利用可能であるとされている別の型のパネルは、解剖学的またはマップ・

パネルである。解剖学的パネルにおいて、例えば、バー・インジケータ・パネル

に表示可能である同じパラメータは、例えば、バーまたは円として、色符号化さ

れた状態で人体図に重ねられる。色の目盛は、バー・インジケータ・パネルに使
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用されているように、採用されてもよい。人体図は、システム３０を備えている

ビット・マップまたは操作者によるものでよい。マウス３６のような指示装置を

使用して、システム３０の操作者は好ましくは、作動時にビット・マップ上にイ

ンジケータを再度位置づけて、セットアップ手順時に新たなレイアウトをセーブ

することができる。

      【００３２】

  生理学的信号データが表示されるべきパネル・フォーマットを選択すると、シ

ステムのユーザ・インタフェースによってシステム３０の操作者はパネルに表示

する信号を規定する。システム３０の操作者にパネルに表示されるべき信号を規

定させるための模範的なユーザ・インタフェース１２０は、図６に示されている

。生理学的電気信号は、例えば、表示されるべき信号が、対象４６の身体に位置

づけられている電極によって規定されている。１組の電極は、様々な位置で対象

の身体に位置づけられて、それにより発生された電気信号を検出する。電極はＥ

１、Ｅ２、Ｅ３等と記号がつけられてもよい。システム３０のユーザは、おそら

く対象の身体上の電極の位置に基づいて、電極１２５に再度名称をつけてもよい

。例えば、耳、顎、肘、二頭筋、三頭筋、およびＣｚの電極は、模範的なユーザ

・インタフェース１２０に示されているように名称が付けられる。パネルに表示

されるべき信号は、得られる信号から正１２２および負１２４電極信号を選択す

ることによって規定される。例えば、図６は、正電極信号源としての耳電極、お

よび負電極信号源としてのＣｚ電極によって規定されている表示信号の選択を示

している。信号は、耳電極から獲得システム４８を介してデータ・パイプライン

へ供給された電気源信号、およびＣｚ電極から獲得システム４８を介してデータ

・パイプラインに供給された電気源信号から導出されたモンタージュ対信号とし

て表示されてもよい。

      【００３３】

  表示されるべき信号が導出される電極が識別されると、操作者は次に、表示さ

れるべき信号の様相１２６を選択してもよい。図６に示されている模範的な具体

例において、システム操作者は、ＥＥＧ、ＥＭＧ、およびＥＰ様相から選択する

ことができる。他のまたは異なる様相が設けられてもよい。選択された様相が、
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信号が表示される前にユーザによって規定された電極信号に適用される濾波およ

び他の処理を規定する。

      【００３４】

  表示されるべき信号の様相を選択すると、システム３０の操作者はさらに、表

示されるべき波形１２８の型を規定してもよい。波形の得られる型は、選択され

た様相による。表示されるべき波形信号の模範的な型は、例えば、原ＥＥＧ、Ｃ

ＳＡ、ＤＳＡ、ＥＥＧ動向、フリーランＥＭＧ、トリガされたＥＭＧ、平均且つ

トリガされたＥＭＧ、誘導ＥＭＧ、平均且つ誘導されたＥＭＧ、および聴覚、視

覚並びにモータ誘発電位（ＥＰ）等を含んでもよい。

      【００３５】

  システム３０の操作者は好ましくは、表示されるべき信号に対する表示感度値

１３０、および表示された信号１３２の時間ベース（１パネル当りの秒またはミ

リセカンドの量）を含んでもよい。

      【００３６】

  表示されるべき信号は、システム３０の操作者によって規定されたように、シ

ステムによってデフォルト・ラベルが割り当てられてもよい。例えば、デフォル

ト・ラベルは信号を、規定している電極の対でよい。しかしながら、ユーザは好

ましくは、カスタム・ラベル１３４を割り当てるために、割り当てられたラベル

を無効のすることができる。

      【００３７】

  パネルに表示されるべき多重信号は、上述した方法で規定されてもよい。この

ようにパネルに表示されるべき信号は、パネルに表示されるべき信号が規定され

ているユーザ・インタフェース・ウィンドウ１２０の部分１３６に一覧表で示さ

れる。図６の実施例によって示されているように、表示されるべき６つの信号が

、標準の波パネルに対して規定された。このように規定された第六信号は、患者

の耳およびＣｚに置かれている電極から導出されるべきモンタージュされた対に

よって規定される。信号に対して選択された様相はＥＥＧであり、表示されるべ

き信号の型は動向波形である。表示感度は、１時間の表示に対する時間ベースで

、１０の値に設定された。図６はまた、例えば、標準波パネルに表示するために
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規定された５つの他の信号を示す。

      【００３８】

  本発明によれば、医療信号監視システム３０の操作者は好ましくは、パネルに

表示される信号（すなわちモンタージュされた対信号）に適用されるべき濾波を

制御することができる。このようなフィルタ選択を行うための模範的なユーザ・

インタフェースは、図７の１４０に示されている。表示されるべき信号の帯域通

過濾波は、所望の低並びに高遮断周波数１４２を選択することによって規定され

る。表示されるべき信号の帯域通過濾波は、ソフトウェアにおいて実施されても

よい。システム３０の操作者は好ましくは、表示されるべき信号に対して帯域拒

絶周波数を選択することもできる。例えば、ユーザ・インタフェースの部分１４

４は好ましくは、システム操作者に１以上の帯域拒絶周波数を選択させる。表示

されるべき信号の帯域通過濾波は、例えばバターワース帯域消去フィルタとして

、ソフトウェアにおいて実施されてもよい。電線ノイズ（例えば、５０または６

０ヘルツで）のノッチ濾波は好ましくは、システム３０によって行われる。シス

テム３０の操作者は好ましくは、ユーザ・インタフェース１４０に設けられてい

るボックス１４６を選択することによって、ノッチ・フィルタをオンまたはオフ

するオプションが与えられる。

      【００３９】

  上述したように、本発明による医療信号監視システム３０によって表示される

べき信号はトリガされた信号でよい。例えば図８に示されているように、ユーザ

・インタフェース１５０の部分は好ましくは、システム３０の操作者に表示され

るべきトリガ信号に対するトリガを規定させる。表示されるべきトリガ信号は、

刺激信号、トリガ装置、または信号のしきい値のトリガ・オフされたものでよい

。（パネルに表示される信号に対して刺激コンテキストを設定することに関する

さらなる詳細は以下に説明する。）従って、表示されるべきトリガ信号は、刺激

装置または波形のレベル（トリガの操作者が規定できるレベル）と同期化されて

もよい。

      【００４０】

  本発明による医療信号監視システム３０のユーザ・インタフェースはこのまし
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くは、表示されるべき平均化信号を規定するためのユーザ・インタフェース１５

２も提供する。平均化された信号は、トリガされた信号の特別な場合である。平

均化された信号において、信号データは、時間をかけて平均化され、得られる平

均化波が表示される。図３に示されているように、平均化データは、別にセーブ

されてもよい。平均化データは、バッファに記憶されてもよい。２種類のバッフ

ァ、奇数と偶数との和（通常平均）および奇数と偶数との差（ノイズ推定）が設

けられてもよい。

      【００４１】

  データは、トリガ点、すなわち信号が、刺激信号からトリガされる点で、刺激

前の期間から平均化されてもよい。刺激前の期間の最大持続期間は、刺激後の期

間の持続期間と同等に設定されてもよい。２種類の平均化が行われてもよい。第

一の平均化において、それぞれの新しい平均化期間は、スクラッチから始まる。

一旦、平均化期間が完了されると、結果は、操作者が再度、平均化を始めるまで

、操作者の表示画面に表示されたままである。別の平均化の休止／再開機能が設

けられることによって、平均化機能を一時的に停止してもよい。第二の平均化は

、移動平均である。移動平均が使用されることによって、データを速く更新させ

る。例えば、反復回数は、サブ平均の数に分割されてもよい（例えば、１０）。

新しいサブ平均の各完了は、第一が減算された後、合計に加算される。次に、波

形全体が、システム３０の操作者に表示される。信号の平均化は、電気的、視覚

、または聴覚刺激と組み合わせて使用することができる。

      【００４２】

  人為的な検出は、表示されるべき最終結果の平均化信号に貢献している掃引を

拒絶または受諾するために行われる。人為的な状態は、信号が設定された感度を

越えると規定される。人為的な検出は、個々の入力経路に接続されている。人為

的な結果が経路に検出されると、痕跡は、平均にもサブ平均にも加算されない。

波形の人為的な部分はまた、異なって点線として示されてもよい。平均化された

波が表示される場合、必要な期間数、拒絶された期間数、および平均の種類（通

常またはノイズ推定）は好ましくは、平均化された波形とともに表示される。好

ましくは新しい平均は、Ｘ分毎に作成され、ここでＸの値は、操作者によって制
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御される。

      【００４３】

  上述したように、波パネルに表示されるべき信号は、動向波形として表示され

てもよい。好ましくは、監視された医療信号の任意の種類が、動向、例えば、Ｅ

ＥＧ、ＥＰ、または生命徴候信号として表示されてもよい。例えば、ＥＥＧ動向

は、信号のスペクトル・パラメータに基づいてもよい。スペクトル帯域は好まし

くは、操作者によって規定可能であり、任意の種類の指標に作成される。好まし

くは、例えば図９に示されているように、ユーザ・インタフェースの部分１６０

によって、操作者は、スペクトル帯域を選択することができる。例えば、ユーザ

・インタフェース１６０によって、係数が（ａ１ｂ１＋ａ２ｂ２＋ａ３ｂ３＋ａ

４ｂ４＋ａ５）／（ｃ１ｂ１＋ｃ２ｂ２＋ｃ３ｂ３＋ｃ４ｂ４＋ｃ５）の形式で

構成される可能性があり、ここで帯域ｂ１～ｂ４は、デルタ、シータ、アルファ

およびベータとして指定されてもよい。係数ａｉおよびｃｉはまた好ましくは、

操作者によって規定可能である。誘発電位（ＥＰ）の測定値は、動向プロットが

、線状／線状、線状／ログ、または線状／ｄＢのような、様々な目盛でｘ軸／ｙ

軸に対して表示されることができる。ｄＢ目盛は、プロットされた値ｙが、ｙ＝

Ｃｌｏｇ（値／基準値）を使用して計算され、Ｃ＝一定である。基準値は好まし

くは、操作者によって規定可能でもある。

      【００４４】

  例えば図１０に示されているユーザ・インタフェースの部分１７０は、システ

ム３０の操作者に、パネルに表示されるべき信号の他の一般的な特徴を規定させ

る。このようなユーザが選択可能な特性は、ゼロ線が各痕跡に関連して表示され

るべきか否か、パネルに表示されるべき波は全パネルまたは波（切り落とし）に

割り当てられたパネルの１部のみ（全パネル高さ／痕跡の数）を有するか否か、

選択された基本線が波形の背景に示されるべきか否か、表示されるべき波形痕跡

の色、信号の音声表示がシステム・スピーカ４２で行われるべきか否か、またそ

の場合、表示信号が音に含まれる割合、および水平並びに垂直目盛が設けられる

べきであるか否か、またその場合、例えば刻時マークまたは線としてどのように

指示されるのかを含んでもよい。システム３０の操作者は好ましくは、信号が表
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示されるべきパネルの名前を規定１７８することもできる。この種の他の異なる

一般的な特性は、パネルに表示されるべき信号をフォーマットするために設けら

れてもよい。

      【００４５】

  １以上のパネルが、上述の方法で規定され、テンプレートとしてセーブされて

もよい。異なるテンプレートが、異なる操作者、患者、監視セッション等に対し

て作成されてもよい。データ獲得が始まる場合、作成されたテンプレートのうち

の１つが、データを表示するために選択される。従って、セットアップ手順は、

一旦、行われると、別のテンプレートが作成されるかまたは現行のテンプレート

が編集されない限り、繰返される必要はない。

      【００４６】

  表示されるべき生理学的信号を規定すると、１以上のパネルおよび該パネルに

表示されるべき信号を規定することによって、例えば、対象４６に取付けられて

いる電極から、獲得ハードウェア４８を介して監視システム３０に供給される信

号のような生理学的原信号は、表示且つ分析するために、監視システムに供給さ

れてもよい。図１１に示されているように、ユーザ・インタフェースは好ましく

は、システム３０の操作者に対するインタフェース１８０を構成し、システム３

０の操作者に、システム３０へ供給されるデータ源を選択させる。対象４６によ

って供給された生理学的信号を監視するために、監視システム３０に取付けられ

ている獲得システム４８（すなわち増幅器）は選択されてもよい。あるいは、例

えば、１以上の信号刺激装置からのシミュレートされた生理学的信号は、データ

源で選択されてもよい。シミュレートされた生理学的信号は、例えば、表示され

るべき波形の表示セットアップを操作者によってさらに精密にするために、また

はシステム３０をテストもしくは較正するために採用されてもよい。「生」デー

タのほかに、獲得システム４８またはシミュレータのいずれかから、システム操

作者は、ディスク４４に記憶された生理学的原信号を検討してもよい。

      【００４７】

  上述したように、セットアップ・モード時、本発明による医療信号監視システ

ム３０のユーザは、システム３０によって表示且つ分析されるべき信号を規定す
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る。獲得モード時、異なる様相の生理学的データは、システムによって表示およ

び／または記録される。好ましくは少なくとも２つの獲得モードが、システムの

ユーザに入手可能である。下見モード時、生理学的原データは、分析および表示

のために（データ・パイプライン７２を通して）システムに供給されるが、ディ

スクにセーブされない。記録モード時、生理学的原信号は、分析および表示のた

めにデータ・パイプライン７２に供給されると同時に、後に検討するためにディ

スク４４にセーブされる。

      【００４８】

  獲得モード時に表示される模範的操作者画面１００は図１２に示されている。

図１２に示されている模範的画面表示は、実施例によって、様々な信号を表示す

るために、セットアップ・モード時、システム操作者によって規定された様々な

異なるパネルを示す。図１２の模範的な画面表示は、スタック・パネル１９２を

含む、模範的な波パネル１９０を示す。模範的な、バー・インジケータ・パネル

１９４も示されている。上述したように、バー・インジケータ・パネル１９４が

使用されることによって、波形信号に関連したパラメータを表示する。バー・イ

ンジケータ・パネルの更新率は、表示されているデータの種類による。バー・イ

ンジケータ・パネル１９４に表示されているデータは、寸法および色の両方が符

号化されてもよい色インジケータを備えるバーとして表示される。例えば、バー

・インジケータ・パネル１９４のデフォルト色方式は、熱目盛であってもよい：

青、緑、赤、黄、および白。しかしながら、システム３０の操作者は好ましくは

、異なる色の目盛を規定することができる。バー・インジケータ・パネル１９４

は好ましくは、寸法が変更されてもよく、この場合、パネルにおけるインジケー

タはそれに応じて寸法が変更されるべきである。しかしながら、インジケータの

寸法の有意なより低い制限が実施されるべきである。バー・インジケータ・パネ

ル１９４が画面全体を占めるような寸法にされる場合、ここで表示されるバーは

このましくは離れて読むことができる（例えば、１４インチ画面で３メートル）

。従って、バー・インジケータ・パネル１９４は、手術室の状況等において特に

有用であることがわかる。

      【００４９】
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  本発明によれば、ユーザ・インタフェースは好ましくは、規定された様々なパ

ネルおよび該パネルに表示された様々な信号と相互作用する。例えば、スタック

・パネル１９２、および動向データを示しているパネルは、測定値の長期の環境

／コンテキストの検査を可能にする。システム操作者は好ましくは、下にある信

号のコンテキストを検討するために、このようなデータにズームインおよびアウ

トすることができる。視聴モードにおいて、システム操作者は、（データがスク

ロールしない）静止状態において波パネルに相当するデータを表示するために、

（スタック・パネル１９２または動向表示における）信号の選択された部分を把

握し、その部分を波パネルへ引き込むユーザ・インタフェース指示装置３６を採

用してもよい。ユーザ・インタフェースによって好ましくは、ユーザが、スタッ

クまたは動向から現行パネル内にカーソルを引き込む。これは、カーソルが引き

込まれた種類の複写パネルを作成する。カーソル位置に相当している信号データ

は、それにより表示される。もちろん、このような状態は、記録されたデータの

みに得られる可能性があり、すなわち、データが記録されない下見モードにおい

て、この機能は果たされることができない。

      【００５０】

  また本発明による医療監視システム３０のユーザ・インタフェースは好ましく

は、パネルに表示されている信号に基づき備考、注釈またはコメントを作成する

。例えば、標準の波パネルにおいて、ユーザ・インタフェースは好ましくは、信

号表示領域に注釈をつける。スタック・パネルにおいて、別の欄が、テキストの

備考、注釈、またはコメントのために得られる。スタック・パネル２０１にコメ

ントをつけるための模範的はユーザ・インタフェースが図１３に示されている。

図示されているように、このようなコメントは、時刻印がつけられおよび／また

は特定の波形に取付けられてもよい。このように作成された任意のコメントは、

検索の基準として役立つリストに編集されてもよい。このような注釈は、自由テ

キストまたは予め規定された文として作成することができる。注釈は、時刻印が

つけられたテキストとして作成されるかまたは波形に接続されることができる。

ビデオ期間と同期化された注釈を作成する能力が設けられてもよい。

      【００５１】
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  本発明による医療監視システム３０のユーザ・インタフェースは好ましくは、

システム３０の操作者に信号値を測定させるツールも提供する。例えば、トリガ

された波形２０８が、図１４において波パネル２１０に表示される。フライ上で

波形２０８の値を測定するために、２つのカーソル２１２および２１４が設けら

れている。１方のカーソルは、例えば、「＋」の形状であり、他方が「Ｘ」の形

状であってもよい。また、例えばバー２１６のような、カーソル２１２および２

１４の他の形状が利用できる。２つのカーソル２１２および２１４は、波形２０

８上の所望の位置に置かれる。パネル２１０のステータス・バー２１８は、例え

ば、両方のカーソルの振幅並びに潜伏、および振幅並びに潜伏の値の差のような

カーソル位置に関連した変数を表示する。従って、カーソル２１２および２１４

は、波形２０８の迅速な測定が可能となるルーラを構成する。

      【００５２】

  好ましくは波形の値を測定するために使用されている別のユーザ・インタフェ

ース方法はマーカーを採用している。本発明によるマーカーの使用は、例えば図

１５を参照して説明されるが、ここで波パネル２２２に表示されている波形２２

０が測定されるべきである。波形を測定するためのマーカーの使用は、トリガま

たは平均化のいずれかのデータに基づき行われてもよい。操作者は好ましくは、

１波形当り複数の、例えば７つまでのマーカーをオンしてもよい。マーカーは、

ピークまたは谷を検出且つマークできる。最初に波が測定されると、マーカー２

２４は、例えばマウス３６を使用して、システム３０の操作者によって設定され

る。マーカー２２４が付けられると、システム３０は、操作者がシステム位置を

無効にすることによってマーカーを再度規定するまで、自動的にマーカーを設定

する。マーカーが設定されると、ソフトウェアはピークかトラフ（最大または最

小）かを認識する。システムは、すべての続く波形において規定された波形の潜

伏のＸ％内で、同じピークまたはトラフを捜す。この割合の値は、例えば図１５

に示されているように、例えばユーザ・インタフェース・ウィンドウ２２６を介

して操作者によって規定されることができる。従って、波形２２０において検出

された極値のラベル、潜伏、および／または振幅（絶対および相対）は、マーカ

ー２２４を使用して、表示２２８されることができる。図１５に示されているよ
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うに、表示された相対的振幅または潜伏は、順に次のマーカーに対して相対的で

ある。マークされた波の値は、時刻印に入ると、測定表に記憶されてもよい。こ

れらの値は、さらに分析するために、報告書生成器またはスプレッドシートに表

示またはエクスポートされてもよい。

      【００５３】

  本発明による医療信号監視システム３０のユーザ・インタフェースは好ましく

は、ルックバック・モードを提供し、システム３０の操作者は、波パネルを通過

する波形の一部をより注意深く検査することが可能となる。模範的なルックバッ

ク・ウィンドウ２３０は図１６に示されている。ルックバック・ウィンドウは以

前に記録（且つ表示）された波形の区分２３１を示す。例えば、波形２３１の１

０秒までが、ルックバック・ウィンドウに示されてもよい。ルックバック・ウィ

ンドウ２３０に示されている波形２３１は時間内に凍結されている。ルックバッ

ク制御パネル２３２が設けられることによって、システム操作者は時間において

前後にスクロールすることができ、それにより、ルックバック・ウィンドウ２３

０に示されている波形２３１の部分が変更され、問題の波形の特定部分をより詳

細に見出し且つ観察する。ルックバック・モードが終了されると、波形２３１は

、その凍結状態から解放され、再度、動作中の獲得に同期化され、すなわち表示

された波形は前方の実時間へ飛ぶ。

      【００５４】

  上述したように、本発明による医療信号監視システム３０は好ましくは使用さ

れることによって、対象４６に刺激信号を供給するための刺激システム５０を制

御してもよい。本発明による監視システム３０のユーザ・インタフェースは好ま

しくは、対象４６に供給されるべき刺激を規定し、さらに与えられた刺激に応答

して対象４６からシステム３０によって受信された応答信号の表示を調整するた

めの機構を構成する。例えば、上述したように、監視システム３０によって表示

されるべき信号は、刺激信号に基づきトリガされてもよい。同様に、表示される

べき平均化信号は、刺激信号の発生に基づいて平均化されてもよい。

      【００５５】

  好ましくは、ユーザ・インタフェースによって、１組の刺激設定は、表示され
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るべき信号の各パネルに対して設定される。信号パネルに対する刺激設定は、刺

激コンテキストとして規定される。異なるパネルは、異なる刺激コンテキストを

有してもよい。１組の刺激設定は１パネルに対して刺激コンテキストとして規定

される一方で、別の組の刺激設定は別のパネルの刺激コンテキストとして確立さ

れてもよい。実際に対象に与えられる刺激は、パネルの１つ、従って、そのパネ

ルのコンテキストを使用中パネルとして選択することによって決められる。対象

に与えられるべき刺激は、異なるパネル、従って異なる刺激コンテキストを使用

中パネルとして単に選択することによって、獲得時、容易に変更することができ

る。次に、刺激コンテキストの確立の概念をより詳細に説明する。

      【００５６】

  刺激発生の模範的な方法は、図１７の概略ブロック図を参照して説明する。上

述したように、本発明による医療信号監視システム３０は使用されることによっ

て、様々な刺激装置２５０を駆動してもよい。このような刺激装置は、１以上の

電気（電流）刺激装置、聴覚刺激装置、および／または視覚刺激装置を含んでも

よい。様々な刺激装置２５０は、監視システムコンピュータ３２において実施さ

れる１以上のレート生成系２５２によって駆動される。好ましくは、複数のレー

ト生成系が利用でき、各レート生成系は、切り換え機構を介して１以上の得られ

る刺激装置２５０に接続されている。擬同時データ獲得を可能とするために、異

なるレート生成系はそれぞれ、平均またはトリガされた信号獲得と同期化されて

もよい。図１７の実施例において、２つのトリガまたはレート生成系が様々な刺

激装置２５０に接続されるように設けられている。両方の生成系２５２は、従来

のソフトウェア制御されたスイッチを使用して、任意の刺激装置２５０に接続す

ることができる。電気的刺激装置２５０は、刺激システム５０において、刺激切

り換え装置２５４を介して多重化されてもよい。

      【００５７】

  刺激設定の実施例は、図１７に示されている、本発明のユーザ・インタフェー

スを使用して確立されてもよい刺激生成の図に基づき、図１８に示されている。

２つのレート生成系（トリガ）２６０および２６２が採用されている。表示され

るべき３つの痕跡または信号は、上述した方法でユーザ・インタフェースを採用
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して、システム３０の操作者によって規定される。表示されるべき信号の１つ、

すなわち信号Ｚ２６８は、フリーラン信号として規定される。このように、パネ

ルにおける信号Ｚの表示は、任意の刺激信号に結合されない。他の２つの痕跡、

すなわち信号Ｘ２６４およびＹ２６６は、異なるトリガ２６０および２６２にそ

れぞれ同期化される。第一レート生成系（トリガ１）２６０は、次に、聴覚刺激

装置２７０および電流刺激装置２７２にトリガ信号を供給するために連結される

。従って、表示されるべき信号Ｘは、聴覚および電流刺激信号に同期化される。

第二レート生成系（トリガ２）２６２は、第二電流刺激装置２７４を制御するよ

うに接続される。従って、信号Ｙの表示は、電流刺激装置２７４を介して対象４

６に供給された刺激信号に同期化される。聴覚刺激装置２７０は、クリックを生

成し、電流刺激装置２７０および２７４は、電流パルスを生成し、利用できれば

、視覚刺激装置は、レート生成系のトリガ装置２６０および２６２によって行わ

れたトリガの発生で、せん光を生じさせるであろう。測定された信号は刺激に同

期化される。従って、図１８の実施例において、表示された信号Ｘはトリガ１に

同期化され、表示された信号Ｙはトリガ２に同期化される。この結果、パネルに

おいて、各信号跡ＸおよびＹが異なる刺激の結果である。しかしながら、これら

は同じ時間の間隔で記録される。刺激装置の多重化は、ラウンドロビン方式で定

期的に切り換えることによって達成されてもよい。

      【００５８】

  図１８は、１パネルに対する刺激コンテキストを示す。他の刺激コンテキスト

は、他のパネルに対して規定されてもよい。対象に与えられた刺激のコンテキス

トは、ユーザ・インタフェースにおいて異なるパネルを選択することによって変

更される。

      【００５９】

  刺激コンテキストを確立するための模範的なユーザ・インタフェースは、図１

９において２８０で示されている。刺激セットアップ・ユーザ・インタフェース

２８０によって、システム３０の操作者は、刺激装置のレート、刺激の期間等を

規定し、さらにオンされている刺激装置を規定することもできる。また、それに

より、操作者は、電気刺激装置、視覚刺激装置および聴覚刺激装置が起動されて
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いるパターンを特定できる。操作者は、コンテキスト・セットアップにおいてパ

ターン自体を規定する。上述したパネル・セットアップにおいて、操作者は、必

要な場合、パネルに対して、このように規定されたコンテキストのリストからコ

ンテキストを選択する。コンテキストはパネルに対して大域的なので、１コンテ

キストから別への切換は、使用中のパネルを切り換えることによって行われる。

パネルにおける各信号は、独自の刺激経路に同期化させることができる。刺激セ

ットアップ・ユーザ・インタフェース２８０が使用されて、コンテキストの名前

を入力し、刺激の制御方法を決めることによって刺激コンテキストを規定する。

内部制御の場合、刺激は連続的またはゲート式である。２つの得られるレート生

成系のいずれか一方または両方は、この場合、選択されて、上述したように電気

的、聴覚的、または視覚的であってよい刺激装置に取付けられる。２つの生成系

間のレートおよび遅延が設定可能である。追加のユーザ・インタフェース・ウィ

ンドウによって、例えば、電気的刺激装置に対しては、期間、種類、最大強度、

強度、刺激部位、モード、系列レート等、左右聴覚刺激装置は期間、極性、変換

器、並びにデシベル、および視覚刺激装置は、モード、系列レート、計数等のよ

うな他の設定が、操作者によって設定可能となる。一旦刺激コンテキストが確立

されると、パネル・セットアップ時に選択されてもよく、それにより特定の刺激

コンテキストが表示されるべき信号の特定のパネルに割り当てられる。

      【００６０】

  本発明による医療信号監視システム３０によって実現される模範的な画面表示

は、図２０において２９０で示されている。模範的な画面表示２９０は、セット

アップ・モード時に規定されるような様々なパネルを含み、様々な異なる種類の

データを表示する。これらのパネルは、動向パネル２９２、さらに刺激信号に応

答して誘発電位の波形を示すパネル２９４を含み、ここで刺激コンテキストは、

上述した方法で各パネルに対して規定されている。また図２０の画面表示２９０

は、例えば、ビデオカメラ５２によって撮られた対象４６のビデオ像が表示され

てもよいビデオ・ウィンドウ２９６を示す。さらに示されるのは、実時間で、対

象４６に適用されている聴覚、視覚および電気的刺激それぞれの様々なパラメー

タを制御するためのユーザ・インタフェース２９８、２９９および３００である
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。

      【００６１】

  ここに述べる信号処理機能の多くは従来の方法で行われてもよいことが理解さ

れる。本発明による医療信号監視システム３０は、患者のデータベース、報告生

成器（ワードプロセッサ）、および／またはスプレッドシートのような他のソフ

トウェアのプログラムに接続されて、従来の方法でそれらの間でデータを交換し

てもよい。

      【００６２】

  本発明は、ここで図示且つ説明された特定の具体例、実施例、および適用に限

定されるものではないが、添付の請求項の範囲内において、その修正形式をすべ

て包括すると理解される。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  本発明による模範的な医療信号監視システムの概略ブロック図である。

    【図２】

  信号獲得および刺激システムと本発明による医療信号監視システムとの間の模

範的なインタフェースを示す概略ブロック図である。

    【図３】

  本発明による医療信号監視システムにおいて採用されているデータ・パイプラ

インを示す略図である。

    【図４～１６、１９、２０】

  本発明による医療信号監視システムによって発生された模範的な画面表示であ

る。

    【図４】

  本発明による医療信号監視システムのための模範的なユーザ・インタフェース

を示している画面表示である。

    【図５】

  図４のユーザ・インタフェースのプルダウン・メニューを示している画面表示

であり、医療信号監視システムにおいて異なるフォーマットで信号を表示するた
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めに利用できる異なるパネル型を示している。

    【図６】

  パネルに表示されるべき増幅装置と関連がある信号を規定するためのユーザ・

インタフェースを示している画面表示である。

    【図７】

  表示されるべき信号に適用されるべきデジタル濾波を規定するためのユーザ・

インタフェースを示している画面表示である。

    【図８】

  表示されるべき信号のためにパラメータの規定、トリガおよび平均化するため

のユーザ・インタフェースを示している画面表示である。

    【図９】

  表示されるべき動向信号を規定するためのユーザ・インタフェースを示してい

る画面表示である。

    【図１０】

  パネルに表示されるべき信号の一般的な特徴を規定するためのユーザ・インタ

フェースを示している画面表示である。

    【図１１】

  獲得モード時に使用されるべきデータ源を選択するためのユーザ・インタフェ

ースを示している画面表示である。

    【図１２】

  異なる形式で生理学的信号データを表示するパネルの例を示している画面表示

である。

    【図１３】

  表示されている信号に関連したまたは接続されたコメントを見出すためのユー

ザ・インタフェースを示している画面表示である。

    【図１４】

  表示されている波形を測定するためのカーソルの使用を示している画面表示で

ある。

    【図１５】
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  表示されている波形を測定するためのマーカーの使用を示している画面表示で

ある。

    【図１６】

  表示されている波形の一部をみるためのルックバック機能の使用を示している

画面表示である。

    【図１７】

  本発明による模範的な医療信号監視システムに対して利用できる刺激率発生器

および刺激様相の概略ブロック図である。

    【図１８】

  本発明による医療監視システムのユーザ・インタフェースを使用して確立され

た模範的な刺激装置コンテキストの概略ブロック図である。

    【図１９】

  本発明による医療監視システムに対して刺激装置コンテキストを確立するため

の模範的なユーザ・インタフェースを示している画面表示である。

    【図２０】

  様々な刺激トリガされた生理学的信号の表示を示している模範的な画面表示で

ある。
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】
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【図７】
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【図８】
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【図９】
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【図１０】
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【図１１】
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【図１２】
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【図１３】
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【図１４】
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【図１５】
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【図１６】
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【図１７】
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【図１８】
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【図１９】
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【図２０】
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